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大
阪
商
工
会
議
所
は
１
月
１９
日
の
常
議
員
会
で
、
議
員
（
定
数
１
５
０
人
）
を
改
選

す
る
た
め
の
要
項
を
決
定
し
た
。
会
員
の
中
か
ら
選
挙
す
る
１
号
議
員
（
定
数
７６
人
）

は
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
た
場
合
、
１０
月
１４
日
に
投
開
票
を
行
う
。
ま
た
、
５
月

か
ら
６
月
ご
ろ
に
か
け
て
部
会
ご
と
に
所
属
す
る
会
員
の
中
か
ら
２
号
議
員
（
定
数
５２

人
）
を
選
任
し
、
７
月
３０
日
に
開
催
す
る
通
常
議
員
総
会
で
会
員
の
中
か
ら
３
号
議
員

（
定
数
２２
人
）
を
選
任
す
る
。

商
工
会
議
所
の
議
員
は
、

会
員
の
代
表
と
し
て
最
高
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
議
員
総

会
を
構
成
し
、
事
業
計
画
や

収
支
予
算
な
ど
の
重
要
事
項

を
審
議
・
決
定
し
、
正
副
会

頭
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
を

選
出
す
る
。
ま
た
、
正
副
部

会
長
や
正
副
支
部
長
、
専
門

委
員
会
委
員
な
ど
に
就
任

し
、
各
種
事
業
を
推
進
す
る

な
ど
中
枢
的
な
役
割
を
担

う
。大

商
の
議
員
の
任
期
は
３

年
。
今
回
は
、
２
０
２
６
年

１１
月
１
日
か
ら
２９
年
１０
月
３１

日
ま
で
を
任
期
と
す
る
議
員

の
選
挙
・
選
任
を
行
う
。
議

員
は
、
選
出
の
方
法
に
よ
っ

て
１
号
、
２
号
、
３
号
の
３

つ
に
区
別
さ
れ
る
が
、
権
利

や
義
務
に
差
は
な
い
。

■
１
号
議
員
の
選
挙

会
員
と
特
定
商
工
業
者
が

投
票
に
よ
っ
て
会
員
の
中
か

ら
１
号
議
員
を
選
挙
す
る
。

会
員
は
、
８
月
１
日
ま
で

に
会
費
を
納
入
す
る
と
、
選

挙
権
と
被
選
挙
権
を
有
す

る
。
選
挙
権
の
個
数
は
、
負

担
す
る
会
費
の
口
数
に
応
じ

て
付
与
さ
れ
、
５０
個
を
上
限

と
す
る（
別
表
の
と
お
り
）。

な
お
、
新
規
入
会
の
場
合
、

選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
得
る

に
は
、
７
月
９
日
午
後
５
時

ま
で
に
会
員
部
へ
入
会
申
込

書
の
提
出
が
必
要
。
ま
た
、

特
定
商
工
業
者
に
該
当
し
、

８
月
１
日
ま
で
に
負
担
金

（
３
５
０
０
円
）
を
納
入
し

た
場
合
、
選
挙
権
１
個
が
付

与
さ
れ
る
。

立
候
補
の
受
け
付
け
は
９

月
１
日
か
ら
同
２９
日
ま
で
。

１０
月
１４
日
に
無
記
名
マ
ー
ク

シ
ー
ト
式
で
投
票
し
、
即
日

開
票
す
る
。

９
月
上
旬
に
１
号
議
員
選

挙
入
場
券
を
発
送
す
る
予

定
。
同
入
場
券
に
付
記
さ
れ

て
い
る
代
理
投
票
人
指
定
届

を
使
用
す
れ
ば
、
代
理
投
票

が
で
き
る
。

■
２
号
議
員
の
選
任

５
月
か
ら
６
月
ご
ろ
に
か

け
て
１４
の
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ

会
議
を
開
き
、
各
部
会
に
割

り
当
て
ら
れ
た
定
数
の
２
号

議
員
を
選
任
す
る
。

各
部
会
に
割
り
当
て
る
２

号
議
員
の
定
数
は
２
０
２
５

年
度
末
（
２６
年
３
月
３１
日
）

ま
で
に
会
費
を
納
入
し
た
各

部
会
員
数
と
そ
の
負
担
す
る

会
費
口
数
を
勘
案
し
て
４
月

１７
日
開
催
の
常
議
員
会
に
お

い
て
決
定
す
る
。
３
月
３１
日

ま
で
に
会
費
を
納
入
し
た
会

員
が
、
所
属
す
る
部
会
（
２

つ
以
上
の
部
会
に
所
属
し
て

い
る
場
合
は
い
ず
れ
か
１
部

会
の
み
）
に
お
い
て
選
任
・

被
選
任
の
資
格
を
有
す
る
。

■
３
号
議
員
の
選
任

７
月
３０
日
に
開
催
す
る
通

常
議
員
総
会
で
会
員
の
中
か

ら
選
任
す
る
。
６
月
３０
日
時

点
で
会
員
で
あ
る
者
が
、
被

選
任
の
資
格
を
有
す
る
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

大阪府の泉北地域に位置
し、大阪平野・大阪湾をのぞ
む自然豊かな街、和泉市。同
市では、いちご栽培が盛んで、
関西最大級のいちご農園、い
ずみ小川いちご農園では、約
７，０００平方�の広大なビニー
ルハウスにいちご約５０，０００株
を栽培生産している。
大人気のいちご狩りは、シ

ーズンによって栽培する品種
が異なる。例年１月初旬から
６月初旬にいちご狩りが体験
でき、「紅ほっぺ」「章姫」「か
おりの」「よつぼし」「さがほ
のか」「おいＣベリー」「レッ
ドパール」など、最大１４品種
が順次、楽しめる。

ハウスで栽培しているいち
ごは、大粒でとても甘く、子
どもから大人まで幅広く楽し
める味だ。
農園内には、完熟いちごを

使用した「べっぴんさんいち
ごのチーズケーキ」などを提
供しているカフェ
も併設している。
一度で様々な商品
を味わうことがで
きる。

（左から）西川昌伸・大阪はびきの観光局専務理事、谷本順一・高石商工
会議所会頭、遠北光彦・大商グレーターミナミ推進委員長、田中隆之・読
売新聞大阪本社社長、鳥井信吾・大商会頭、村山慶輔・やまとごころ代表
取締役、金庚美ＫＯＴＲＡ大阪貿易館館長、嘉名光市・大阪公立大学大学
院教授�１月３０日、大阪府高石市

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
月
３０
日
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
と
共
催
で
「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ミ
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
践
」
を
大
阪
府
高
石
市
で

開
い
た
。地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
・
成
果
を
紹
介
し
、

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ（
大
阪
南
部
）の
活
性
化
に
向
け
て
議
論
す
る
こ
と
が
目
的
。泉
州
・

南
河
内
の
首
長
や
商
工
会
議
所
会
頭
、
企
業
関
係
者
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
大
商
の
鳥
井
信
吾

会
頭
は
「
人
口
２
３
０
万
人

の
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
の
可

能
性
は
大
き
く
、
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
た
い
」

と
述
べ
た
。

読
売
新
聞
大
阪
本
社
の
田

中
隆
之
社
長
は
「
地
域
の
食

や
産
業
を
『
面
』
と
し
て
発

信
す
る
取
り
組
み
を
議
論
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

基
調
講
演
で
は
、
や
ま
と

ご
こ
ろ
の
村
山
慶
輔
代
表
取

締
役
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘

客
策
に
つ
い
て
説
明
し
、「
都

市
部
の
集
客
力
と
周
辺
地
域

の
食
や
文
化
を
一
体
で
発
信

で
き
れ
ば
、
世
界
に
通
用
す

る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
」
と
指

摘
し
た
。

大
商
の
遠
北
光
彦
・
グ
レ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委
員
長

（
南
海
電
気
鉄
道
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
、「
主
役

で
あ
る
地
元
の
皆
様
の
仲
間

づ
く
り
や
活
動
拡
大
の
支
援

を
通
じ
て
地
域
へ
の
投
資
促

進
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語
っ

た
。

パ
ネ
ル
討
論
に
は
、
金
庚

美
・
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
大
韓
貿

易
投
資
振
興
公
社
）
大
阪
貿

易
館
館
長
、
谷
本
順
一
・
高

石
商
工
会
議
所
会
頭
（
つ
ぼ

市
製
茶
本
舗
代
表
取
締

役
）、西
川
昌
伸
・
一
般
財
団

法
人
大
阪
は
び
き
の
観
光
局

専
務
理
事
、
嘉
名
光
市
・
大

阪
公
立
大
学
大
学
院
教
授
が

登
壇
。「
日
本
人
に
と
っ
て
魅

力
的
な
場
所
に
す
る
こ
と

が
、
外
国
人
を
呼
ぶ
こ
と
に

つ
な
が
る
」「
祭
り
の
文
化
な

ど
は
海
外
に
発
信
で
き
る
強

み
。
多
言
語
で
発
信
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
い
っ
た
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

（和泉商工会議所）
大阪商工会議所の「新商品開発ゼミ」

の卒業生１０社が、東京でギフト・ショー
に出展し、新たに開発した商品の販路開
拓に挑んだ。

当連載では、グレーターミナミ
の各商工会議所が各エリアの自慢
の食体験について紹介し、その魅
力を１年かけてお伝えします。

議員紹介・談話室 市川 政彦氏 �
「わが社と大阪・関西万博」開始 �

大
阪
府
内
に
お
け
る
適
正

な
価
格
転
嫁
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
た
賃
上
げ
機
運
醸

成
の
た
め
「
大
阪
政
労
使
会

議
」
が
１
月
２３
日
に
大
阪
市

内
で
開
か
れ
、
大
商
か
ら
鳥

井
信
吾
会
頭
が
出
席
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
、
業
績
改
善

を
伴
わ
な
い
「
防
衛
的
な
賃

上
げ
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
中
小
企
業
が
７
割
を
占

め
る
こ
と
を
指
摘
。「
円
安
に

よ
る
原
材
料
高
騰
が
価
格
転

嫁
を
上
回
る
コ
ス
ト
増
と
な

っ
て
い
る
」
と
発
言
し
た
。

ま
た
、
取
引
階
層
が
深
い
ほ

ど
価
格
転
嫁
率
が
低
下
し
、

中
小
企
業
庁
の
調
査
結
果
で

は
、
４
次
請
け
企
業
の
３
割

が
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い

実
態
を
紹
介
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
価
格
転
嫁
を

徹
底
す
べ
き
と
述
べ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
従
来
の

下
請
法
を
大
幅
に
改
正
し
た

「
取
引
適
正
化
法
」
が
１
月

に
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
事
業
者
向
け
の
改
正
内

容
の
周
知
が
十
分
と
は
言
え

な
い
こ
と
か
ら
、
大
商
と
し

て
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
・
相

談
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
政

府
や
自
治
体
に
対
し
て
継
続

的
で
き
め
細
や
か
な
価
格
転

嫁
支
援
を
要
請
し
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

「
大
阪
政
労
使
会
議
」
で
発
言

す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭

（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）
�
１

月
２３
日
、
大
阪
市

大阪商工会議所は、「新
入社員基礎講座」を開く。
相良暁・大商副会頭（小
野薬品工業会長ＣＥＯ）
が新入社員へ期待を込め
エールを送る。また、Ｓ
ＯＲＡ－ＭＯＮの深野愼
一社長が社会人としての
役割や心構え、自立型社員になるため
の考え方を解説。マネジメントサポー
トの上田玲子氏が、すぐに役立つ名刺
交換や電話応対などのビジネスマナ
ー、仕事の進め方、コミュニケーショ
ンなどのポイントを指導する。
日 時 ４月２日（木）

１３：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４２１

相良暁副会頭

「下請代金支払遅延等防止法（通称
�下請法）」が名称変更・改正され、今
年１月から「中小受託取引適性化法（通
称�取適法）」が施行されている。
主な改正ポイントは以下のとおり。

（１）協議に応じない一方的な価格決
定の禁止
（２）手形払等の禁止
（３）適用基準に従業員基準を追加
（４）対象取引に特定運送委託を追加
大阪商工会議所の経営相談室では、

「取適法」に関する相談を実施してお
り、公正取引委員会の担当者が同改正
法の内容や取引が適切に対応できてい
るかについて個別に相談対応。原則第
１木曜日午前１０時～正午（休
館日を除く）。
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４７２

大阪商工会議所は、
京都・神戸の商工会議
所などとともに、国内
外のスタートアップを
一堂に集め、製品・サ
ービスの展示・販売を
行うイベント「Doco
Demo Festival OSA
KA2026」（略称：DD
Fes2026）を３月２７、２８
日、なんば広場などで
開く。
全国１５都市のほか、

韓国やインドなど海外
５カ国から計６０社超の
企業・団体などが出展
する。「モノづくり体験
ゾーン」も新たに設置
し、次代を担う若手層

に対し「ものづくり」
への興味誘引も行う。
万博開催年を記念

し、万博に出展された
ものの追体験、ユニホ
ームの試着、グッズや
万博期間限定フードの
再販売なども予定。企
業関係者だけでなく、
広く一般市民にも来場
してもらい、幅広く効
果検証や市場調査が行
える機会として、大阪
へのスタートアップの
集積を促進させる。
問合せ 産業
・技術振興担
当�６９４４・
６３００

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

６
日
、
日
本
・
ア
セ
ア
ン
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
自
社
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
、
他
国
に
求

め
る
協
業
内
容
な
ど
に
つ
い

て
発
表
す
る「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
を

開
く
。
今
回
は
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
冷
却
新
素
材
、
食
品
廃

棄
物
活
用
、
脱
炭
素
化
な
ど

グ
リ
ー
ン
分
野
で
、
持
続
可

能
な
社
会
に
貢
献
す
る
技
術

・
製
品
な
ど
を
披
露
す
る
計

６
社
が
登
壇
す
る
予
定
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
日
本

ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
成
機

関
で
あ
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の

現
地
商
工
会
議
所
と
大
商
が

推
薦
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
ラ
イ
ブ
ピ
ッ
チ
を
行
い
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
つ
な

げ
る
も
の
。

各
社
ピ
ッ
チ
の
後
、
質
疑

応
答
の
時
間
を
設
け
る
ほ

か
、
終
了
後
に
は
関
心
を
持

っ
た
登
壇
企
業
と
直
接
コ
ン

タ
ク
ト
し
、
具
体
的
な
商
談

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
日
英
同
時
通
訳
。
午
後

３
時
３０
分
〜
５
時
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

ス
ト
ー
リ
ー
と
裏
方

今
年
の
箱
根
駅
伝
は
す
ご

か
っ
た
。
長
年
応
援
し
続
け

る
大
学
が
強
す
ぎ
て
も
面
白

く
な
い
、
際
ど
い
競
り
合
い

も
見
た
い
と
勝
手
な
妄
想
を

し
て
い
た
ら
、
ま
さ
か
の
１

区
１６
位
。
さ
す
が
に
こ
れ
に

は
冷
や
汗
だ
っ
た
が
、
そ
こ

か
ら
史
上
初
の
大
逆
転
劇
▼

１２
月
２９
日
に
区
間
エ
ン
ト
リ

ー
が
発
表
さ
れ
る
が
、
既
に

駆
け
引
き
が
始
ま
っ
て
い

る
。
主
力
選
手
が
補
欠
メ
ン

バ
ー
に
名
を
連
ね
、
当
日
変

更
が
ど
う
な
る
の
か
ワ
ク
ワ

ク
す
る
▼
「
走
っ
て
い
る
の

を
見
て
何
が
楽
し
い
の
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
る
。
一
言
で

言
え
ば
、
隠
れ
た
ス
ト
ー
リ

ー
▼
１
区
は
４
年
生
で
確
定

し
て
い
た
が
、
直
前
に
高
熱

を
出
し
２
日
前
に
は
交
代
が

決
ま
っ
た
。
優
勝
後
に
出
演

す
る
１０
人
と
監
督
。
と
も
う

一
人
は
誰
？

と
思
う
人
も

い
る
の
で
は
。
選
手
を
退
か

ざ
る
を
得
ず
最
終
年
に
全
員

の
ケ
ア
を
行
う
主
務
だ
。
給

水
も
あ
る
。
走
れ
な
か
っ
た

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
兄
弟
、

恩
師
、
父
親
が
並
走
す
る
ケ

ー
ス
さ
え
あ
る
。
優
勝
し
た

大
学
の
選
手
の
腕
や
足
に
は

２１
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
仲

間
の
名
前
を
模
し
た
印
が
描

か
れ
て
い
た
▼
昨
年
万
博
は

大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し

た
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
裏
方
の
数

は
膨
大
だ
。
そ
こ
に
も
幾
つ

も
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と

思
う
。
表
舞
台
の
人
だ
け
で

は
な
い
と
思
う
と
、
感
動
も

ひ
と
し
お
に
な
る
。（

ル
ー
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

負担する会費口数と１号議員選挙権の個数
２１～２５

２７

１６～２０

２４

１１～１５

２１

６～１０

１８

５

１５

４

１２

３

９

２

６

１

３

会費口数

選挙権個数

６１以上

５０

特定商工業者に該当する会員が負担金を納入すると選挙権１個が加算

５６～６０

４８

５１～５５

４５

４６～５０

４２

４１～４５

３９

３６～４０

３６

３１～３５

３３

２６～３０

３０

会費口数

選挙権個数

新入社員基礎講座
～社会人としての意識・マナー・
仕事の進め方を半日で習得

今年１月から�取適法�が施行
大商で個別相談に対応

�特集�技術×デザインでブランド化
�

大商議員

選挙・選任要項決まる

日本・アセアン各国から

グリーン分野の
新興企業がピッチ

▼詳細は
こちら

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
活
性
化
へ

地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
議
論

▼詳細は
こちら

�
中
小
の
価
格
転
嫁
支
援
を
�

鳥
井
会
頭
が
大
阪
政
労
使
会
議
で

▼詳細は
こちら

国内外スタートアップが一堂に
３月２７、２８日 なんば広場などで

�９�

味
わ
う

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

関西最大いちご農園

い
ち
ご（
和
泉
市
）

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2025

ＷＥＢ版
大商ニュース

１
号
議
員
投
票
は
１０
月
１４
日

２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９２（１）
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談話室 

大
阪
商
工
会
議
所
女
性
会

（
会
長
�
久
保
田
光
恵
・
ア

ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
代
表
取
締

役
）
は
１
月
２１
日
、
鳥
井
信

吾
会
頭
、
井
内
摂
男
専
務
理

事
、
近
藤
博
宣
常
務
理
事
・

事
務
局
長
を
来
賓
に
迎
え
、

９６
人
の
出
席
の
も
と
、
新
年

互
礼
会
を
開
い
た（
写
真
）。

久
保
田
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
鳥
井
会
頭
の

乾
杯
あ
い
さ
つ
で
開
宴
し
た

新
年
互
礼
会
で
は
、
会
員
相

互
で
親
し
く
懇
談
。
新
入
会

員
や
入
会
希
望
者
と
も
交
流

を
深
め
た
。
そ
の
後
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
獅
子
舞

や
曲
芸
シ
ョ
ー
を
観
覧
し
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
新
年
を
祝
っ
た
。

大
商
女
性
会
は
、
女
性
経

営
者
の
資
質
向
上
と
交
流
を

目
的
に
１
９
５
８
年
に
設
立

し
、現
在
会
員
は
２
４
６
人
。

会
員
自
ら
が
講
師
と
な
る

「
経
営
事
例
発
表
会
」や
視
察

研
修
、
各
地
女
性
会
と
の
交

流
・
懇
親
事
業
な
ど
を
活
発

に
実
施
し
て
い
る
。
と
も
に

集
い
、語
ら
い
、学
ぶ
女
性
経

営
者
の
輪
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
総
務
担
当
�
６

９
４
４
・
６
２
１
５

関
西
、
神
戸
、
伊
丹
３
空

港
の
あ
り
方
を
官
民
で
議
論

す
る
第
１５
回
関
西
３
空
港
懇

談
会
が
１
月
１８
日
、
大
阪
市

内
で
開
か
れ
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
を
は

じ
め
国
や
地
元
自
治
体
、
経

済
団
体
の
代
表
者
１５
人
が
出

席
し
た
（
写
真
）。

同
懇
談
会
で
は
、
昨
春
の

新
飛
行
経
路
導
入
後
の
環
境

監
視
や
地
域
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
、
国
際
情
勢
の
影

響
に
よ
る
国
際
線
の
一
部
減

便
な
ど
、
３
空
港
を
取
り
巻

く
動
向
を
関
係
者
で
確
認
す

る
と
と
も
に
、
２
０
３
０
年

前
後
に
３
空
港
全
体
で
年
間

５０
万
回
の
発
着
容
量
の
確
保

を
め
ざ
す
取
り
組
み
方
針
な

ど
を
議
論
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
、「
３
空
港
は

今
後
、
航
空
機
の
離
発
着
拠

点
に
留
ま
ら
ず
、
国
内
外
の

人
や
情
報
、
産
業
・
文
化
を

つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
し
て
、
地
域

経
済
や
国
際
交
流
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
。
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、
経
済
界
と
し

て
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領

事
と
し
て
新
た
に
着
任
し
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
コ
ラ
ス
・

ラ
ー
セ
ン
総
領
事（
写
真
左
）

が
２
日
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
同
右
）

を
表
敬
訪
問
し
た
。

ラ
ー
セ
ン
総
領
事
は
、
万

博
期
間
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
大
商
の
協
力

に
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、

今
年
が
「
米
国
建
国
２
５
０

周
年
」に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

年
間
を
通
じ
て
７０
以
上
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

鳥
井
会
頭
は
、
大
阪
・
関

西
の
企
業
が
高
い
技
術
力
を

有
し
、
特
に
工
業
製
品
分
野

に
強
み
を
持
つ
こ
と
や
、
米

国
向
け
輸
出
が
多
い
点
に
言

及
。
万
博
を
機
に
世
界
的
な

注
目
を
集
め
て
い
る
大
阪
・

関
西
と
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
の
一
層
の
発
展
に
期
待
を

示
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
連
合（
Ｋ
ａ
ｎ
Ｆ
Ａ
）の

第
５
代
理
事
長
。
Ｋ
ａ
ｎ
Ｆ

Ａ
は
２
０
０
７
年
４
月
、
大

阪
の
歴
史
あ
る
繊
維
業
界
３

団
体
、
大
阪
ア
パ
レ
ル
協
同

組
合
、
大
阪
織
物
卸
商
業
組

合
、
大
阪
ニ
ッ
ト
卸
商
業
組

合
が
統
合
し
て
発
足
し
た
。

「
そ
れ
だ
け
、
危
機
感
が

強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
阪
・
船
場
の
企
業

が
、
低
単
価
の
中
国
製
な
ど

に
押
さ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
店

を
た
た
ん
で
い
っ
た
」
と
い

う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も

明
る
い
未
来
を
示
そ
う
と
、

大
阪
商
工
会
議
所
と
組
ん

で
、大
阪
・
関
西
万
博
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
に
基
づ
く
繊
維

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
未

来
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

出
展
し
た
。４
ゾ
ー
ン
に「
肌

に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い

『
光
合
成
す
る
服
』
」
や
「
み

ん
な
の
幸
せ
を
守
る
『
ビ
リ

ケ
ン
』」「
宙
に
浮
く
靴
」
な

ど
を
展
示
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
、
人
気
を
呼
ん
だ
。
山

本
化
学
工
業
な
ど
「
繊
維
以

外
の
企
業
と
も
『
共
創
』
で

き
た
」
と
振
り
返
る
。

創
業
１
３
０
年
以
上
の
歴

史
を
誇
る
繊
維
商
社
・
田
村

駒
の
相
談
役
を
務
め
る
。
今

で
は
、
建
設
関
係
の
資
材
や

家
電
製
品
ま
で
手
掛
け
る
総

合
商
社
だ
が
、入
社
以
来
、一

貫
し
て
繊
維
畑
を
歩
ん
だ
。

中
国
と
の
関
係
も
長
い
。

当
初
は
、
中
国
で
生
産
し
た

ア
パ
レ
ル
を
卸
し
て
い
た

が
、
ク
レ
ー
ム
の
処
理
に
追

わ
れ
た
。「
左
右
の
袖
丈
が
違

う
」な
ど
、日
本
で
は
考
え
ら

れ
な
い
電
話
に
応
対
し
た
。

技
術
指
導
を
し
た
ら
、い
つ

の
間
に
か
、
日
本
レ
ベ
ル
で

格
安
の
製
品
を
輸
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
パ
レ
ル
が
デ
ザ
イ
ン
を

分
離
す
る
動
き
が
出
て
き
た

た
め
、
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
て

提
案
す
る
。
糸
か
ら
服
ま
で

の
一
貫
体
制
を
築
い
た
。

入
社
時
の
社
長
が
言
っ
た

「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」
が

座
右
の
銘
。「
ピ
ン
チ
の
時
、

こ
れ
に
負
け
ず
踏
ん
張
れ

ば
、明
る
い
将
来
が
開
け
る
。

と
受
け
止
め
て
い
る
」（
細
）

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
連
絡

会
議（
構
成
�
近
畿
運
輸
局
、

大
阪
商
工
会
議
所
な
ど
）
は

２
日
、
大
阪
市
内
で
第
６
回

連
絡
会
議
を
開
催
し
、
大
商

か
ら
黒
田
章
裕
副
会
頭
が
出

席
し
た
。

同
会
議
は
、
関
西
に
お
け

る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
に

関
し
て
、
交
通
・
観
光
分
野

を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
業

種
間
で
の
連
携
を
促
進
し
、

取
り
組
み
を
共
同
で
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０

２
１
年
１２
月
に
設
置
し
た
も

の
。今
回
の
会
議
に
は
行
政
、

地
元
経
済
界
、
交
通
関
係
団

体
な
ど
、
２４
機
関
・
団
体
・

社
が
参
加
し
、
各
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
情
報
を
共
有
し

た
。黒

田
副
会
頭
は
、「
万
博
で

は
様
々
な
変
化
に
対
し
て
、

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
を
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
申

し
あ
げ
る
。
海
外
か
ら
の
観

光
客
は
移
動
手
段
も
含
め
、

安
心
感
を
求
め
て
い
る
。
関

西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
、
日
本
が
観

光
立
国
に
な
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

記
念
撮
影
に
臨
む
大
商
の
黒
田

章
裕
副
会
頭
（
前
か
ら
２
列
目

の
右
か
ら
３
人
目
）ら
�
２
日
、

大
阪
市

南
大
阪
地
域
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
、
南
河
内
・

泉
州
地
域
の
市
町
村
が
広
域

的
な
課
題
を
協
議
・
解
決
す

る
場
と
し
て
１
月
２４
日
、「
南

大
阪
創
生
首
長
会
議
」
が
設

立
さ
れ
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
遠
北
光
彦
グ
レ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ミ
推
進
委
員
長
（
南
海
電

気
鉄
道
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
ら

が
出
席
し
た
。

大
商
は
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
大
阪
府
南
部
と
大
阪
都

心
南
部
を
「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ミ
」
と
称
し
、
一
体
的
な

都
市
経
済
圏
と
し
て
発
展
を

目
指
す
活
動
を
続
け
て
い

る
。
こ
の
ほ
ど
設
立
さ
れ
た

会
議
の
準
備
会
と
は
、
昨
年

８
月
に
も
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。

遠
北
委
員
長
は
来
賓
あ
い

さ
つ
の
中
で
、「
地
域
活
性
化

に
向
け
た
官
民
連
携
を
強
化

し
、
具
体
的
な
行
動
の
継
続

を
」
と
呼
び
か
け
た
。

当
日
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ミ
委
員
会
副
委
員
長
の
鵜

川
淳
氏
（
池
田
泉
州
銀
行
会

長
）、
長
谷
川
惠
一
氏（
エ
ー

ル
学
園
総
長
）も
出
席
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

来
賓
あ
い
さ
つ
を
す
る
遠
北
光

彦
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委

員
長
�
１
月
２４
日
、
堺
市

安
全
で
安
心
し
て
楽
し
め

る
ミ
ナ
ミ
の
実
現
に
向
け
て

オ
ー
ル
大
阪
体
制
で
活
動
す

る「
ミ
ナ
ミ
活
性
化
協
議
会
」

（
構
成
�
大
阪
商
工
会
議
所
、

大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
府

警
察
本
部
、
ミ
ナ
ミ
歓
楽
街

環
境
浄
化
推
進
協
議
会
な

ど
）
の
代
表
者
会
議
が
１
月

２０
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ

た
。大

商
か
ら
は
鳥
井
信
吾
会

頭
が
出
席
し
、
ま
ち
な
か
の

広
場
や
公
園
な
ど
公
共
空
間

の
質
的
・
デ
ザ
イ
ン
的
な
充

実
や
、
ミ
ナ
ミ
な
ら
で
は
の

歴
史
・
文
化
が
ま
ち
の
安
全

・
安
心
に
つ
な
が
る
可
能
性

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
自
治

体
や
警
察
の
協
力
を
求
め

た
。鳥

井
会
頭
は
、
森
岡
武
一

大
阪
府
副
知
事
、
西
山
忠
邦

大
阪
市
副
市
長
ら
と
と
も

に
、
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ

れ
る
ま
ち
の
実
現
な
ど
に
向

け
た
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
。ミ
ナ
ミ
地
区
の
商
店
会
、

地
域
振
興
町
会
の
関
係
者
ら

と
取
り
組
み
へ
の
決
意
表
明

（
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
）
を

行
っ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

決意表明をする大商の鳥井信吾会頭
（左から２人目）、西山忠邦大阪市副市
長（同５人目）、森岡武一大阪府副知事
（同６人目）�１月２０日、大阪市

独
占
禁
止
法
第
１
条
の
３

大
特
徴
の
う
ち
、
３
番
目
の

「
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁

止
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

同
法
第
２
条
第
９
項
は

「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
不

公
正
な
取
引
方
法
』
と
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
行
為
」
と
定
め
て
お

り
、
法
律
で
は
類
型
化
さ
れ

て
い
る
。
�
競
争
者
と
共
同

し
て
商
品
の
供
給
を
拒
絶
す

る
行
為
�
不
当
に
差
別
的
な

対
価
を
も
っ
て
商
品
を
供
給

す
る
行
為
�
商
品
の
コ
ス
ト

を
度
外
視
し
て
廉
売
す
る
行

為
�
販
売
す
る
業
者
に
対
し

て
価
格
を
拘
束
す
る
行
為
�

優
越
的
地
位
に
お
い
て
不
必

要
な
商
品
ま
で
購
入
さ

せ
る
行
為
お
よ
び
自
己

の
た
め
に
金
銭
そ
の
他

の
経
済
上
の
利
益
を
供

給
さ
せ
る
行
為
。

世
間
的
に
話
題
に
な
る
の

は
「
優
越
的
」
地
位
に
お
い

て
立
場
の
弱
い
業
者
に
一
定

の
不
利
益
を
及
ぼ
し
、
自
ら

の
経
済
的
利
益
を
得
よ
う
と

す
る
場
合
で
あ
る
。
下
請
業

者
ま
た
は
納
入
業
者
な
ど
の

立
場
の
弱
い
中
小
企
業
に
対

し
て
、
優
越
的
な
立
場
の
大

企
業
が
再
販
価
格
を
決
め
て

そ
の
価
格
を
下
回
る
販
売
を

す
る
と
き
は
商
品
の
供
給
を

ス
ト
ッ
プ
す
る
行
為
、
あ
る

い
は
一
定
の
商
品
と
抱
き
合

わ
せ
に
不
要
な
商
品
を
購
入

さ
せ
る
場
合
だ
。

と
き
に
は
営
業
マ
ン
な
ど

の
人
材
を
派
遣
さ
せ
て
優
越

的
地
位
の
販
売
を
無
償
で
手

伝
わ
せ
る
行
為
、
そ
の
他
公

正
な
競
争
を
阻
害
す
る
恐
れ

の
あ
る
行
為
や
、
不
当
に
他

の
事
業
者
を
差
別
的
に
取
り

扱
う
場
合
も
あ
り
、
公
正
取

引
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
差
止
請
求
の
対

象
に
な
る
事
案
だ
。

◆
令
和
７
年
分
確
定
申
告
の

お
知
ら
せ

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な

ら
確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
自
宅

で
完
結
！
令
和
７
年
分
の
申

告
・
納
期
限
は
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
贈

与
税
が
３
月
１６
日
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
が
３
月
３１
日
で
す
。

◎
東
税
務
署

取り組みへ決意表明

安全安心なミナミ実現へ
共同アピールを採択

田
村
駒
相
談
役

い
ち

か
わ

ま
さ

ひ
こ

市
川

政
彦
氏

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事

▼詳細は
こちら

鳥
井
会
頭
を
表
敬

▼詳細は
こちら

�１０１�独禁法が禁止する�不公正な取引方法�

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

独占禁止法�

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

繊維の街・大阪を支える

関
西
３
空
港
懇
談
会

鳥
井
会
頭
�
発
展
へ
力
合
わ
せ
て
取
り
組
む
�

大商女性会 新年互礼会
会員相互で交流深める

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
連
絡
会
議

黒
田
副
会
頭
が
出
席

南
大
阪
創
生
首
長
会
議

遠
北
委
員
長�
官
民
連
携
の
強
化
を
�

（２）２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９２



　当欄は、大商会員の自社紹介コーナーです。
掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
　また、取引は当事者間の責任で行ってください。会員情報会員情報会員情報会員情報

自社紹介コーナー

大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶ
伝 わ る プ レ ゼ ン １ 日 集 中 講 座 【 基 礎 編 】伝 わ る プ レ ゼ ン １ 日 集 中 講 座 【 基 礎 編 】伝 わ る プ レ ゼ ン １ 日 集 中 講 座 【 基 礎 編 】伝 わ る プ レ ゼ ン １ 日 集 中 講 座 【 基 礎 編 】

若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座
ビジネスに不可欠な５大スキルを徹底的にマスター

半日でわかる労働基準法の基礎知識【オンライン専用】半日でわかる労働基準法の基礎知識【オンライン専用】半日でわかる労働基準法の基礎知識【オンライン専用】半日でわかる労働基準法の基礎知識【オンライン専用】
人事担当者・経営者が押さえるべき労働基準法の基礎を解説！人事担当者・経営者が押さえるべき労働基準法の基礎を解説！人事担当者・経営者が押さえるべき労働基準法の基礎を解説！

中 堅 社 員 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 成 長 編中 堅 社 員 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 成 長 編中 堅 社 員 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 成 長 編中 堅 社 員 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 成 長 編
自己管理力を身に着け、さらなる成長につなげる！自己管理力を身に着け、さらなる成長につなげる！自己管理力を身に着け、さらなる成長につなげる！自己管理力を身に着け、さらなる成長につなげる！

簡 潔 で 要 点 を ま と め た 伝 え 方 講 座簡 潔 で 要 点 を ま と め た 伝 え 方 講 座簡 潔 で 要 点 を ま と め た 伝 え 方 講 座簡 潔 で 要 点 を ま と め た 伝 え 方 講 座
元アナウンサーが伝授する、今までの半分の時間でしっかりと伝わる話し方元アナウンサーが伝授する、今までの半分の時間でしっかりと伝わる話し方元アナウンサーが伝授する、今までの半分の時間でしっかりと伝わる話し方

技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！
技術者・研究者のための説明＆伝え方講座技術者・研究者のための説明＆伝え方講座技術者・研究者のための説明＆伝え方講座技術者・研究者のための説明＆伝え方講座

「採用から退職まで」の基礎実務を「採用から退職まで」の基礎実務を2日間でマスターする！日間でマスターする！「採用から退職まで」の基礎実務を2日間でマスターする！「採用から退職まで」の基礎実務を2日間でマスターする！
初任者のための「人事・労務管理の基礎講座」＜全２回＞初任者のための「人事・労務管理の基礎講座」＜全２回＞初任者のための「人事・労務管理の基礎講座」＜全２回＞初任者のための「人事・労務管理の基礎講座」＜全２回＞

問題社員トラブル対応と法律実務【オンライン受講可】問題社員トラブル対応と法律実務【オンライン受講可】問題社員トラブル対応と法律実務【オンライン受講可】問題社員トラブル対応と法律実務【オンライン受講可】
労務問題を起こさない！長期化させない！複雑化させない！労務問題を起こさない！長期化させない！複雑化させない！労務問題を起こさない！長期化させない！複雑化させない！労務問題を起こさない！長期化させない！複雑化させない！

　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

初めまして！

新入会員 で
す

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
８
月
か
ら
２
月
に
か
け
全

５
回
で
「
ツ
ナ
ガ
ル
若
手
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催

し
、
業
種
・
規
模
の
異
な
る

企
業
か
ら
１６
人
の
若
手
社
員

が
参
加
し
た
（
写
真
）。

参
加
者
を「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
」
な
ど
の
テ
ー
マ
別

の
チ
ー
ム
に
編
成
。
メ
ン
バ

ー
の
所
属
企
業
に
お
け
る
実

際
の
課
題
を
題
材
に
解
決
策

を
企
画
。
従
業
員
ア
ン
ケ
ー

ト
や
企
画
の
ト
ラ
イ
ア
ル
実

施
な
ど
を
通
じ
て
実
践
的
に

ア
イ
デ
ア
を
磨
い
た
。

３
日
に
開
い
た
発
表
会
に

は
参
加
者
の
上
司
ら
が
招
か

れ
、
各
チ
ー
ム
の
企
画
に
前

向
き
な
評
価
や
質
問
を
寄
せ

た
。
全
５
回
を
終
え
た
参
加

者
か
ら
は
「
他
社
の
同
世
代

の
視
点
が
刺
激
に
な
っ
た
」

「
自
分
の
意
見
を
積
極
的
に

言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
も
あ
り
、
企
業
の
垣

根
を
越
え
た
越
境
型
の
学
び

が
実
現
し
た
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

�成果を出すためのビジネスプ
レゼン入門講座
～社会人として必須のビジネ
スプレゼンスキルをマスター
する�
提案の採用や販路拡大を達成す

るためには社内外でのプレゼンの
成功が必要不可欠で、利益や企業
・人材の成長に直結する。
同講座では、論理的な構成の組

み立て方、資料作成のポイント、
伝える声・表情・ジェスチャーの
コツまで、実務に必要なスキルを

豊富な演習を通して習得する。
日 時 ４月１４日１０：００～１７：００
講 師 日本プレゼンテー

ション教育協会の
西原猛代表理事

�若手社員のための正しい言葉
遣いと適切な話し方講座
～ビジネス会話力が身につ
く�わかりやすく伝える話し
方を習得�
ビジネスにおいて言葉遣いと会

話力はとても大切である。
同講座では、豊富な演習を通じ

て、ビジネスで必要となる言葉遣
いや様々な場面での会話力を磨
き、ビジネスシーンに合わせた適
切な話し方や伝え方ができ、周り
の協力を得ながら仕事に取り組め
るように指導する。
日 時 ４月２０日１３：００～１７：００
講 師 Balance Commun

ionの服部裕子代
表

�営業社員入門 お客様との距
離を近づける コミュニケー
ションＵＰ講座
～営業の基本スキルを徹底マ
スター
営業の基本はお客様との関係構

築。長期的な取引になることが多
い法人営業では、信頼を得ること
が特に重要となる。
営業として必要な顧客への配

慮、コミュニケーションの取り方、
クレーム対応、顧客視点、自社が
提供している価値などについて統
合的に学ぶ。
日 時 ４月２１日１０：００～１７：００
講 師 Smart Presenの

新名史典代表取締
役

大阪商工会議所は、「簡潔で要
点をまとめた伝え方講座」を開
催する。
話が長い。何を伝えたいのか

わからないと言われる。複雑な
話をするのが苦手。同講座は、
そのような悩みを持つ方のため
に、自身を撮影した動画を、チ
ェックシートを用いて確認す
る。その改善点をもとに演習を

行うことで、簡
潔で相手に伝わ
る話し方を習得
する。
講師は株式会

社プレアクトの
加藤あ

や代表取締役。６月３
日午後１～５時。

大阪商工会議所は、「伝わるプ
レゼン１日集中講座【基礎編】」
を開催する。
同講座はプレゼンが苦手な方
や、実施回数が少ない方のため
の基礎から学べる１日集中講
座。
目的確認から内容構成、スラ
イドデザイン、そして話し方の
テクニックまで、少人数制で講
義と演習を繰り返しながら身に

つける。
講師は、日本

プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。５月２１日午
前１０時３０分～午

後５時３０分。ワンスト
ップビジネスセンター
大阪本町（大阪市西区）
で。

加藤あや氏

西原猛氏

大阪商工会議所は「技術者・
研究者のための説明＆伝え方講
座」を開催する。
会議や商談での説明で、何か

伝えたいことを伝えきれていな
いとモヤモヤする、聞き手がイ
マイチ理解していない気がす
る。そのような技術者・研究者
の方に様々な場面で使える、わ
かりやすい説明と伝え方のポイ
ントを伝授する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。６
月４日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。ワンスト

ップビジネスセンター
大阪本町（大阪市西区）
で。

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員に必須の「仕事力」養成
講座」を開催する。
同講座では、これからの会社
を背負って立つ入社１０年目ごろ
までの若手・中堅社員を対象
に、「対人関係・コミュニケーシ
ョン力」「ヒアリング・質問力」
「企画・提案力」「話し方・プレ
ゼンテーション力」「効率のいい
時間管理と仕事の進め方」とい

った、ビジネス
に必須の５つの
スキルを習得す
る。
講師は、ＥＭ

Ｉコンサルティ
ングの福井充雄

代表。５月２０日午前１０
時～午後５時。

渡邊暁美氏

福井充雄氏

大阪商工会議所は、「初任者の
ための『人事・労務管理の基礎
講座』」を開催する。
人事・労務部門の初級担当者

を対象に、採用（労働契約）実
務・勤怠管理・労働時間管理・
賃金実務など労務実務の基礎
を、事例を交えて指導する。
講義では、現場で起きる問題

事案や、改正により複雑になっ
た育児介護法などのポイント、

ハラスメント事
例や対応などを
あわせて伝え
る。
講師は升谷社

労士事務所の升
谷浩樹所長。６

月４、１１日の全２回。
時間は両日とも午後１
～５時。

大阪商工会議所は「半日でわ
かる労働基準法の基礎知識」を
開催する。
雇用される側と雇用する側を
つなぐルールである「労働基準
法」。募集・採用から、雇用条件、
賃金、労働時間、人事、雇用契
約、ハラスメント対策など、そ
の抑えるべきポイントは複雑か
つ多岐にわたる。
同講座では、人事労務担当者

や経営者が押さ
えておくべき労
働基準法の基礎
をリアルの疑問
に即して解説す
る。
講師は浜本綜

合法律事務所の浜本光
浩代表弁護士。５月２６
日午後１～５時。

升谷浩樹氏

浜本光浩氏

大阪商工会議所は、「問題社員
トラブル対応と法律実務」を開
催する。
業務遂行能力が低い、反抗的

態度をとるといった「問題社員」
には慎重な対応が必要である。
同講座では、具体的な事例・

判例を挙げながら、会社側・経
営者側の立場でトラブル回避の
手順やテクニックを分かりやす
く解説する。

前回受講者か
らは「明快かつ
的確な説明で、
活用できそう
だ」などの声が
寄せられてい
る。

講師は、野口＆パー
トナーズ法律事務所の
野口大弁護士。６月８
日午後１～５時。

大阪商工会議所は「中堅社員
育成講座�１�自己成長編」を
開催する。
中堅社員の成長にとって、自
身の仕事の進め方を自己管理す
ることは大変重要である。
同講座では、仕事の優先順位
の付け方、相手に効果的に伝え
るプレゼンスキル、課題解決の
プロセス、モチベーション管理
などについて解説し、中堅社員

の成長に必要
な、自身の仕事
の進め方の自己
管理手法等につ
いて学ぶ。
講師はSmart

Presen の 新 名
史典代表取締役。６月
２日午前１０時～午後５
時。

野口大氏

新名史典氏

�人手不足を技術で解決する会社

�ｋｉｓｅｅｅｅｎ
�sales＠kiseeeen.co.jp

DX、業務自動化、
AI組込開発を得意
としており、完全ロ
ーカル開発も可能で
お客様企業のデジタ
ル変革をお手伝いし
ています。

�採用・集客を成功へ導く動画制作

�ＴＯＬＴＥＣＨ
�０７２・９２１・８５４７

採用・集客など、企業の魅力を最大化
する動画を、企画から納
品まで一気通貫で制作い
たします。大手にはない
柔軟な対応とコストで、
動画から写真、VRまで制
作可能です。

�ｅＲＯＤ Ｏｓａｋａ株式会社です�

ｅＲＯＤ Ｏｓａｋａ�
�０６・６２１０・６６４８

ｅＲＯＤ Ｏｓａｋａ株式会社は、マ
イナスイオン＆オゾン技術を活かした次
世代ウェルネス・美容機器「e-miracle」
を企画・販売し、健康と美を
通じて豊かな暮らしを支える
企業です。ご指導の程、宜し
くお願い申し上げます。

�システムで「よろずサポート」

�大阪オフィス・オートメーション
�０６・６５３４・１６７１

業務を管理するオーダーメイドシステ
ムの作成・販売・サポートを行う、創業
５０年を誇る西区の会社です

企業様に寄り添った「よ
ろずサポート」をモットー
に顔が見えるお付き合いで
対応致します。

�生成ＡＩで業務改善

�ＳＯＲＡ―ＮＥＸＴＡＩ
�０９０・５９７３・２１３８

生成ＡＩで業務効率化
・コスト削減を支援。業
務整理から小
さく検証し、
運用定着まで
伴走します。

大商パソコンカレッジ２０２６ 年間開催予定
▼２日間“じっくり”講座 �基本から応用までをじっくり身につけられます�

開催日（２日間ともに１０：００～１７：００）

４月１６～１７日／６月１０～１１日／９月８～９日／１１月１１～１２日／来年
２月３～４日

４月２２～２３日／６月１７～１８日／９月１５～１６日／１１月１７～１８日／来年
２月１６～１７日

１０月１４～１５日

５月１３～１４日／１０月２０～２１日

▼３時間“即効”講座 �短時間・ピンポイントで学べます�

時間

１０：００～１３：００

１４：００～１７：００

１０：００～１３：００

１４：００～１７：００

▼エクセルワード速習一日講座 �ビジネスに最低限必要な基礎を身につけられます�

時間

９：００～１７：００

開催日

４月１５日、５月１２日、７月１６日、１０月８日、
来年２月９日

４月１５日、５月１２日、７月１６日、１０月８日、
来年２月９日

５月２１日、７月２２日、１１月５日、来年２月１０
日

５月２１日、７月２２日、１１月５日、来年２月１０
日

開催日

４月２１日、５月２０日、７月２３日、９月１７日、
来年３月９日

講座名

エクセル 基礎

エクセル 応用

ワード 応用

パワーポイント実践

講座名

ワード入門編

エクセル入門編

エクセル関数編

エクセルデータ編

講座名

エクセル・ワード速習

ツ
ナ
ガ
ル
若
手
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
業
の
垣
根
を
越
え
学
ぶ

４～６月開催の講座・研修

詳細は
こちら▶

２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９２（３）
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セミナー・イベント 

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１３
日
、「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
」「
メ
タ
バ
ー
ス
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

の
久
米
秀
尚
編
集
長
が
注
目

す
べ
き
最
新
の
技
術
ト
レ
ン

ド
や
今
後
の
動
向
に
つ
い
て

解
説
す
る
ほ
か
、
先
端
技
術

の
社
会
実
装
な
ど
、
新
た
な

事
業
開
発
を
推
進
す
る
企
業

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
。

大
商
事
業
へ
の
参
加
を
通

じ
て
事
業
開
発
に
取
り
組

み
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
事
例
紹
介

と
し
て
、
次
世
代
合
成
繊
維

を
開
発
す
る
Ｂ
ｉ
ｏ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
、
脳
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
Ｍ
Ｒ
を
手
掛
け
る
テ
ク
リ

コ
の
２
社
が
登
壇
す
る
。
２

０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

に
出
展
し
た
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
町

工
場
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
、津
田
工
業
、

Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
研
究
所
、
ユ
ニ

オ
ン
ド
ア
テ
ッ
ク
、
ｏ
ｎ
ｅ

Ａ
に
よ
る
ピ
ッ
チ
も
実
施
。

近
畿
大
学
の
廣
田
章
光
名
誉

教
授
の
解
説
を
交
え
、
今
後

の
事
業
拡
大
や
企
業
連
携
の

可
能
性
を
紹
介
。
登
壇
各
社

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
触
れ

な
が
ら
名
刺
交
換
が
で
き

る
、
体
験
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
会
も
実
施
す
る
。
午

後
１
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

２
日
、「
親
族
内
承
継
を
�
円

満
�
に
進
め
る
た
め
の
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

事
業
承
継
の
相
談
現
場
で

は
、
相
続
対
策
を
進
め
て
い

て
も
、
家
族
間
の
認
識
の
ズ

レ
や
感
情
の
も
つ
れ
に
よ

り
、
事
業
の
引
継
ぎ
が
止
ま

っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
そ
こ
で
、「
表
面
的

な
相
続
対
策
だ
け
で
は
事
業

は
引
き
継
げ
な
い
―
税
理
士

と
し
て
見
て
き
た
�
承
継
ト

ラ
ブ
ル
�
の
解
決
策
」
を
テ

ー
マ
に
２
０
２
５
年
上
期
に

日
本
一
売
れ
た
相
続
本
の
著

者
で
、
円
満
相
続
税
理
士
法

人
の
橘
慶
太
統
括
代
表
社
員

税
理
士
が
具
体
的
な
事
例
を

交
え
て
講
演
す
る
。

ま
た
、「
公
的
支
援
機
関
と

と
も
に
進
め
る
事
業
承
継
―

親
族
内
承
継
・
第
三
者
承
継

の
選
択
肢
と
支
援
の
使
い

方
」
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ

ー
の
兼
田
亜
貴
統
括
責
任
者

が
説
明
す
る
。

午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
事
業
承
継
・
再

生
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・

６
２
５
７

◆実践�仕事ですぐに使える�英
語スピーキング講座
事業展開を考える上で海外の方

との英語でのコミュニケーション
は、重要なポイントである。
英語で自社の商品や技術、サー

ビスをアピールする重要フレーズ
やプレゼンテーションをする際の
効果的なテクニック、伝わりやす
い英語の発音の仕方などについて
学ぶ。
講師は、企業・研究機関で長年

の指導実績を持つイー・グローブ
の島村東世子代表取締役。
日 時 ３月１０日１０：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１
◆インドＢＩＳ規制及びインド予
算の最新動向セミナー
インド政府が厳格化を進めてい

るＢＩＳ（インド標準規格局）に
よる認証制度について、現地をよ
く知る専門家が企業事例を交えて
説明する。また、インドの２０２６年
度予算の最新情報も提供する。
在大阪・神戸インド総領事館と

の共催。
日 時 ３月１１日１４：００～１６：３０
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４００
◆海外勤務者の税務・社会保険講
座
ビジネスのグローバル化が進む

中で海外進出や海外企業との取引
実施は、企業の生存、成長に重要
な視点となっている。

海外赴任者と海外出張者に関す
る税務や社会保険などの留意点に
ついて、実務対応を交えてポイン
トを分かりやすく解説する。
講師はＥＹ税理士法人の藤井恵

・パートナー税理士・行政書士。
日 時 ３月１３日１４：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１

◆ビジネス会計検定２級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト２級（第６版）の

内容を、２０講座に分けて解説。２１
講座目には第３４回試験の総合問題
演習・解説を実施。
開講期間 ３月２７日まで�視聴可

能期間１６週
間、全２１講座
（約９時間）�

◆ビジネス会計検定３級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト３級（第５版）の

内容を、１６講座に分けて解説。１７、
１８講座目には第３４回試験の総合問
題演習・解説を実施。
開講期間 ３月２７日まで�視聴可

能期間１２週
間、全１８講座
（約８．５時間）
�

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
府
、
大
阪
市
と
「
実
証
事

業
推
進
チ
ー
ム
大
阪
」
を
設

置
し
、
大
阪
で
実
証
実
験
を

希
望
す
る
企
業
へ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
調
整
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
化

の
後
押
し
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
３
月
５

日
、
実
施
企
業
の
事
例
紹
介

や
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
「
実
証
事
業
都
市

・
大
阪
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
く
。

ｅ
ｉ
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
が
「
自
治

体
共
創
の
ス
ス
メ
〜
共
創
の

必
要
性
・
メ
リ
ッ
ト
と

は
？
」
と
題
し
基
調
講
演
す

る
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
度

に
同
チ
ー
ム
が
支
援
し
た
実

証
事
業
（
竹
中
工
務
店
、
オ

ン
キ
ヨ
ー
）
の
発
表
と
実
証

事
業
支
援
策
と
ビ
ジ
ネ
ス
化

支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。

午
後
２
時
３０
分
〜
５
時
、

大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
法
務
・
総
務
担
当
者
の

研
鑽
な
ど
を
目
的
と
し
た
研

究
会
「
法
律
懇
話
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
６
年
度
の
例
会
の
概

要
を
発
表
し
た
。

各
分
野
の
第
一
人
者
で
あ

る
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
る

講
義
に
加
え
、
出
席
者
同
士

の
情
報
交
換
会
や
交
流
会
の

機
会
を
設
け
、
例
年
、
多
数

の
企
業
法
務
・
総
務
関
係
者

が
参
加
し
て
い
る
。

２６
年
度
の
講
座
で
は
、
株

主
総
会
対
応
や
取
引
適
正
化

法（
改
正
下
請
法
）と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
加
え
、会
社
法
、コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

金
融
商
品
取
引
法
、
独
占
禁

止
法
な
ど
の
最
新
動
向
や
労

働
問
題
ま
で
、
企
業
法
務
実

務
に
直
結
す
る
幅
広
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

４
月
開
講
、
全
１６
講
座
、

各
回
２
時
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン

併
催
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
会

員
の
皆
様
を
対
象
に
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
や
会
員

制
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
に

宿
泊
可
能
な
「
宿
泊
優
待
サ

ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い
る

（
年
間
宿
泊
総
数
に
は
上
限

あ
り
）。

提
供
す
る
宿
泊
施
設
は
、

「
都
リ
ゾ
ー
ト
志
摩
ベ
イ
サ

イ
ド
テ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
６６

施
設
で
、
こ
の
う
ち
「
東
急

ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
が

提
供
す
る
施
設
へ
の
宿
泊

は
、
来
年
度
か
ら
宿
泊
数
分

の
「
利
用
券
」
を
抽
選
で
提

供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

抽
選
は
年
２
回
の
実
施

（
申
込
受
付
期
間
�
２
月
２６

日
〜
３
月
４
日
�
８
月
１７
〜

２８
日
）
で
、
受
付
終
了
後
、

当
選
者
へ
メ
ー
ル
で
連
絡

し
、
利
用
券
を
お
渡
し
す
る

（
別
途
、
宿
泊
予
約
と
当
日

の
宿
泊
料
が
必
要
）。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度

の
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。２

０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
国
内
外
の
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
、
脱
炭

素
分
野
の
先
進
企
業
や
第
一

線
で
活
躍
す
る
有
識
者
な
ど

を
招
い
て
、
全
６
回
の
例
会

を
開
く
。

２６
年
度
は
国
内
外
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ぐ

る
最
新
動
向
に
つ
い
て
解
説

す
る
ほ
か
、
同
分
野
で
他
社

と
の
協
業
を
進
め
る
Ｂ
ｉ
ｏ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
が
登
壇
し
、
協

業
の
き
っ
か
け
や
狙
い
・
成

果
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
ま

た
、
水
素
混
焼
発
電
の
実
証

な
ど
に
も
取
り
組
む
関
西
電

力
姫
路
第
二
発
電
所
の
見
学

会
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
回
最

先
端
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
参
考
に

な
る
」
な
ど
毎
年
好
評
を
得

て
い
る
。

各
回
と
も
原
則
、
午
後
３

〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
先
進
的
な
研
究
・
開
発

体
制
や
新
規
事
業
・
技
術
開

発
に
お
け
る
人
材
育
成
手
法

な
ど
を
学
ぶ
「
技
術
・
事
業

開
発
研
究
会
」
を
開
催
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２

６
年
度
の
上
半
期
に
実
施
す

る
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。同

研
究
会
は
、
年
１０
回
の

例
会
と
企
業
見
学
会
、
参
加

者
同
士
の
交
流
会
か
ら
構

成
。上

半
期
は
京
セ
ラ
が
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
研
究
開
発
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
す
る
ほ

か
、
産
業
機
器
・
セ
メ
ン
ト

・
食
品
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開

発
手
法
や
デ
ザ
イ
ン
戦
略
・

人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
る
。

下
半
期
も
様
々
な
業
界
か

ら
講
師
を
選
定
す
る
。
各
回

と
も
午
後
３
時
３０
分
〜
５

時
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

１
社
あ
た
り
各
回
２
人
ま
で

受
講
可
能
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１１
日
、
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
「
み
ち
び
き
」
を
含
む
、

測
位
衛
星
の
利
活
用
の
推
進

に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
。み

ち
び
き
は
、
航
空
・
宇

宙
分
野
を
は
じ
め
自
動
運
転

や
農
業
、
防
災
分
野
な
ど
の

幅
広
い
分
野
へ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
測
位
衛
星
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
内
閣
府
宇
宙
開

発
戦
略
推
進
事
務
局
の
三
上

建
治
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム

戦
略
室
長
が
、
み
ち
び
き
の

開
発
・
整
備
の
進
捗
な
ど
最

新
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介

す
る
。

ま
た
、
内
閣
府
か
ら
事
業

運
営
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ

が
、
み
ち
び
き
を
活
用
し
た

実
証
メ
ニ
ュ
ー
を
解
説
す
る

ほ
か
、
橋
梁
点
検
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
、
み
ち
び
き
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
行

う
企
業
事
例
を
紹
介
。
登
壇

者
と
の
交
流
会
も
実
施
す

る
。
午
後
２
〜
５
時
、
大
商

で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

◆
大
阪
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
５
０
１
号
会
議
室
の
貸
し
出
し
を

終
了
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
管
理
担
当
�
６
９
４
４
・
６
２
６
８

大
阪
商
工
会
議
所
と
一
般

社
団
法
人
生
産
技
術
振
興
協

会
は
３
月
６
日
、
第
１５
回
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン
「
知

財
と
Ａ
Ｉ
」
を
開
く
。

急
速
に
普
及
す
る
生
成
Ａ

Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

知
的
財
産
を
守
り
、
活
か
し

て
い
く
の
か
、
三
井
金
属
、

和
歌
山
大
学
、
Ｓ
ｅ
ｉ
ｊ
ｕ

国
際
知
財
事
務
所
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
即
し
た
課
題
認

識
を
深
め
、
今
後
の
実
践
方

法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
講
演
で
示
さ
れ
た

視
点
を
つ
な
ぎ
、技
術
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
法
制
度
を
自
ら
の
会

社
・
組
織
の
課
題
と
し
て
考

え
、
実
務
に
活
か
す
た
め
の

戦
略
を
考
え
る
。
講
師
も
交

え
た
名
刺
交
換
会
も
実
施
。

午
後
２
〜
５
時
、大
商
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１２
日
、「
中
小
企
業
が
と
る
べ

き
即
戦
力
と
な
る
管
理
職
・

経
営
幹
部
の
採
用
手
法
と
見

極
め
方
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

会
社
の
中
枢
を
担
え
る
優
秀

な
人
材
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

採
用
手
法
か
ら
、
入
社
後
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
「
見
極

め
の
ポ
イ
ン
ト
」
ま
で
解
説

す
る
。
大
阪
府
内
の
中
小
事

業
者
が
対
象
。

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
、

ニ
ッ
セ
イ
京
橋
ビ
ル
（
大
阪

市
都
島
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

テーマ・講師

「会社法上重要な最近の判例（株主総会関
連など）と実務への影響」
京都大学大学院 法学研究科

教授 松尾 健一 氏

「株主総会Ｑ＆Ａ」
追手門学院大学法学部教授
京都大学名誉教授 前田 雅弘 氏
弁護士法人 第一法律事務所

弁護士 村中 徹 氏

「本年の株主総会の直前準備と対応」
弁護士法人 第一法律事務所

弁護士 村中 徹 氏
※講演終了後、情報交換会を予定
（テーマ：本年の株主総会運営について）

「会社法改正を見据えた最新動向と今後の
課題（仮題）」
関西大学法科大学院

教授 北村 雅史 氏

「コーポレート・ガバナンスコード改訂に
ついて（仮題）」
京都大学大学院法学研究科

教授 山下 徹哉 氏

「取適法（改正下請法）に関する最新動向
（仮題）」
関西大学法学部 教授 笠原 宏 氏

※講演終了後、交流会を予定

日程

第１回
４月１０日

第２回
４月２７日

第３回
５月２２日

第４回
７月１０日

第５回
７月２３日

第６回
８月４日

キヤノン 理事・総合デザインセンター
所長 石川 慶文 氏

※例会終了後、交流会を予定

住友大阪セメント
常務執行役員 小堺 規行 氏

※環境・エネルギービジネス研究会と合同開催

三菱電機 先端技術総合研究所
所長 西沢 昭則 氏

京セラ
執行役員 研究開発本部長 仲川 彰一 氏

日清食品
常務取締役 事業統括本部長 兼 Well-being推進
部長 NISSIN ACADEMY 学長 物流統括管理
者（CLO） 深井 雅裕 氏

５月例会

６月１９日

７月例会

８月２４日

９月２８日

「脱炭素政策の迷走と市場構造の変化̶エネルギー・貿
易・資本に広がる制度的進展」
ＥＹ新日本有限責任監査法人
※例会終了後、交流会を予定

「脱炭素社会実現に向けた住友大阪セメントの技術開発」
住友大阪セメント
※技術・事業開発研究会と合同開催

第３回（７月下旬）と
第４回（１０月上旬）は調整中

「カーボンニュートラル分野における大企業×スタート
アップ企業の協業事例」
Bioworks

工場見学会
関西電力 姫路第二発電所

第１回
５月２９日

第２回
６月１９日

第５回
１１月上旬

第６回
１２月８日

測
位
衛
星
の
利
活
用
促
進
に

先
端
技
術
活
用
し
た
事
業
開
発
事
例

宇
宙
産
業
参
入
へ
ヒ
ン
ト
探
る

新
興
や
万
博
出
展
企
業
の
発
表
や
展
示
も

▼詳細は
こちら

自
治
体
と
の
実
証
実
施
へ

▼詳細は
こちら

連
携
の
ポ
イ
ン
ト
紹
介

一部施設の
利用方法変更

宿泊優待サービス

�
円
満
�な
親
族
内
承
継
へ

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

相
続
専
門
税
理
士
が
講
演

▼詳細は
こちら

フレンドシップサロン

今回のテーマ
�知財とＡＩ�

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

脱
炭
素
の
最
新
動
向
を
解
説

法
務
・
総
務
担
当
者
の
研
鑽
の
場

法
律
懇
話
会
の
テ
ー
マ
発
表

▼詳細は
こちら

即
戦
力
と
な
る

経
営
幹
部
の

採
用
手
法

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

検定試験の最新
情報はこちらから

技術・事業開発研究会
年１０回の例会、見学会、交流会

▼詳細は
こちら

（４）２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９２



品名「汚れ落としちゅうもん屋」
歯科精密技術を活用。これま
で削って落とすしかなかった汚
れを素材を傷つけず取
り除くことができる機
能性清掃スポンジ

品名「コッペパンシューズ」
外反母趾などの悩みに寄り添う
「履いたそばからなじむ靴」を
コンセプトに、革のカ
シミヤと呼ばれる鹿の
革を使用し、履き心地
を追求した靴

大
阪
商
工
会
議
所
は
４
〜
６
日
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
・
江
東
）

で
開
か
れ
た
日
本
最
大
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
の
国
際
見
本
市
「
第
１
０
１
回
東
京
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
２
６
」に
独
自
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

同
ブ
ー
ス
で
、
大
商
が
実
施
し
て
い
る
「
新
商
品
開
発
ゼ
ミ
」
の
卒
業
生
１０
社
が
新
た

に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
路
開
拓
に
挑
ん
だ
。

同
ブ
ー
ス
に
は
、
大
商
の

「
新
商
品
開
発
ゼ
ミ
」
を
通

し
て
自
社
商
品
の
開
発
に
挑

戦
し
た
も
の
づ
く
り
事
業
者

１０
社
（
新
井
商
店
、C

rea
tive&

B
randing

、
静

京
、
中
野
表
具
店
、
ビ
ー
モ

ン
ド
、
美
須
化
学
研
究
所
、

丸
食
フ
ー
ズ
、
Ｕ
、
ヨ
シ
ダ
、

若
井
産
業
）
が
出
展
。
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
・
職

人
技
と
デ
ザ
イ
ン
を
掛
け
合

わ
せ
新
た
に
開
発
し
た
商
品

や
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
、
国

内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
に
ア
ピ
ー

ル
し
、販
路
開
拓
に
挑
ん
だ
。

今
回
の
出
展
者
は
、
約
２

５
０
０
人
と
名
刺
交
換
し
、

約
５
０
０
件
の
商
談
を
行
っ

た
。
出
展
者
か
ら
は
「
具
体

的
な
受
注
に
つ
な
が
っ
た
」

「
販
路
開
拓
に
つ
な
が
る
人

脈
が
で
き
た
」「
普
段
会
う
こ

と
が
な
い
異
業
種
の
方
々
と

交
流
で
き
、
今
後
の
商
品
開

発
に
つ
な
が
る
」「
販
路
開
拓

や
商
品
開
発
に
つ
な
が
る
ア

イ
デ
ア
を
も
ら
っ
た
」
な
ど

喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

３
月
１１
〜
１２
日
、
み
や
こ

め
っ
せ
（
京
都
市
左
京
区
）

で
開
か
れ
る
「
第
７
回
京
都

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ

フ
ト
・
シ
ョ
ー
２
０
２
６
」

に
は
、
２
０
２
３
年
度
、
２４

年
度
の
同
ゼ
ミ
の
卒
業
生
６

社
が
出
展
す
る
予
定
。

品名「神戸牛 生ハンバーグ」
使用する神戸牛の部位から玉
葱の大きさや炒め具合、保存料
などの無添加などにこだわっ
た、お肉の美味しさが
一番楽しめるハンバー
グ

品名「ＪＰＷＡ－ＢＩ 水引細
工の髪飾り／水引細工のキーホ
ルダー」 日本の伝統工芸×モ
ダンで魅せる和洋折衷アクセサ
リー。つまみ細工や水
引の魅力を世界に届け
たいとの思いで制作

品名「『LOVE』の文字形状のお
香」 世界初の文字形状のお香
「ありがとうのお香」に続き、
�贈る人と贈られた人
の想いをつなげる�が
コンセプトの「LOVE
のお香」を開発

品名「ＴＨＥ ＳＨＩＺＵＫＹ
Ｏ」 和裁技術を活かし、着物
を気軽に着られるガウンに。着
物を処分できない優し
い気持ちに寄り添い、
今の暮らしになじむか
たちに再構築

「第１０１回東京インターナショナル・ギフト・ショー春２０２６」に出展した
「新商品開発ゼミ」の卒業生と大商の松本將・企業成長支援委員長（マツ
六社長、後列左から４人目）�４日、東京ビッグサイト（東京・江東）

品名「お米っタンベレー帽」
万博で展示した古米や破砕米を
生地にした合皮「お米っタン」
に、汚れが落ちやすい
「サラフィア」技術を
組み合わせ、販売用に
改良した帽子

品名「億萬金封・箔押しの紙v
er.」 ふすま紙などに用いられ
る金銀箔紙を使用した金封。切
り絵により千円札を入れると一
千万円に見えたり、偉
人が仮装して現れたり
と遊び心が満載

中
小
事
業
者
の「
稼
ぐ
力
」

を
強
化
す
る
た
め
、
大
阪
商

工
会
議
所
は
２
０
２
３
年
度

か
ら
「
新
商
品
開
発
ゼ
ミ
」

（
講
師
�
金
谷
勉
・
セ
メ
ン

ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役
）
を
実
施
し
て

い
る
。「
安
定
受
注
に
つ
な
げ

た
い
」「
現
状
を
打
開
し
た

い
」「
競
合
の
多
い
分
野
で
自

社
唯
一
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確

立
し
た
い
」
な
ど
の
想
い
を

持
つ
中
小
事
業
者
が
全
５
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

新
商
品
開
発
の
流
れ
を
実
践

的
に
学
ん
で
い
る
。

同
ゼ
ミ
で
作
成
し
た
新
商

品
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
商

品
化
ま
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
販
路
開
拓
な
ど
の
専
門
家

に
よ
る
伴
走
支
援
を
行
う
ほ

か
、
大
規
模
展
示
商
談
会
へ

の
出
展
を
支
援
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大商のブースに出展する静京の小西由夏代表（右）
と懇談する大商の松本將・企業成長支援委員長
（左）�４日、東京ビッグサイト（東京・江東）

品名「Kneeble－ニーブル」
スポーツ観戦のお悩みを解決す
る、膝の上で使える紙製の折り
たたみ式テーブル。ド
リンクやフードの置き
場所があることで観戦
の快適さが向上

品名「ＢＥＥＭＯ／ＧＯＪＵ」
日常の料理や非常時の備えに

も役立つ国産の乾燥野菜ミック
スと、「週末・休日・
夜」の時間帯ごとに味
を分けて楽しむ大人向
けスナックギフト

新
商
品
開
発
ゼ
ミ

全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

▼詳細は
こちら

丸食フーズ
（業務用食品卸）

若井産業
（建築資材製造・販売）

美須化学研究所
（医療機器製造）

Ｕ
（デザイン・ホーム
ページ制作）

ヨシダ
（帽子製造）

Creative&Branding
（和装小物の企画・制

作・販売）

ビーモンド（ＯＥＭ・
ＰＢ商品の企画、製造、
販売および輸出入）

新井商店
（靴資材製造卸）

静京
（和装販売・悉皆・
着物リメイク）

紙戸屋・中野表具店
（表具商）

技術×デザインでブランド化
商品開発に必要なステップを専門家が伴走

ゼ
ミ
卒
業
生
１０
社
が
販
路
拡
大
へ

東
京
で
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
に
出
展

商
品
開
発
し
た
１０
社

２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９２特 集（５）
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大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！
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大
阪
商
工
会
議
所
は
１
月

２２
日
、イ
ン
ド
工
業
連
盟（
Ｃ

Ｉ
Ｉ
）と
の
共
催
に
よ
る「
イ

ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆

交
流
会
」
を
開
い
た
。
大
商

の
井
内
摂
男
専
務
理
事
と
Ｃ

Ｉ
Ｉ
の
Ｒ
・
ム
ク
ン
ダ
ン
次

期
会
長
に
よ
る
意
見
交
換
も

行
わ
れ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｉ
は
イ
ン
ド
最
大
の

経
済
団
体
で
、
大
商
と
は
１

９
９
３
年
の
協
力
覚
書
締
結

以
降
、
多
数
の
連
携
事
業
を

実
施
。
ム
ク
ン
ダ
ン
氏
は
イ

ン
ド
最
大
級
の
財
閥
タ
タ
・

グ
ル
ー
プ
の
中
核
企
業
の
タ

タ
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の
代
表
取

締
役
を
務
め
る
。
同
イ
ベ
ン

ト
に
登
壇
し
た
イ
ン
ド
証
券

取
引
委
員
会（
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
）委

員
長
の
ト
ゥ
ヒ
ン
・
カ
ン
タ

・
バ
ン
デ
ィ
氏
も
面
談
に
参

加
し
意
見
交
換
し
た
。
井
内

専
務
は
、
大
商
の
「
イ
ン
ド

等
南
西
ア
ジ
ア
部
会
」
へ
の

登
録
者
が
増
加
す
る
な
ど
、

イ
ン
ド
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
ム

ク
ン
ダ
ン
氏
と
は
両
国
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
促
進
の
た
め
両
機

関
の
連
携
を
さ
ら
に
推
進
す

る
こ
と
で
一
致
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

子供専門眼鏡店 めがねのわ（福島
区、森田佳貴代表、https���megane
nowa.jp�）は、森田代表がデザイナー
から子供専門眼鏡店へと転身した異
色の経歴を持つ眼鏡店。
「この子にちゃんと見える世界を

届けたい」その一心で、眼鏡作製技
能士の国家検定資格を取得し、子供
の目の健康と向き合い続けてきた。
「ちゃんと『見える世界』で成長

することは、子供の未来を大きく広
げる。だからこそ、正確な眼鏡の作
成と合わせ、正しい掛け方や扱い方、
眼鏡や目のこともたくさんお伝えし
ています。ご家族と一緒になって『見
える』を守り『可能性』を広げたい」
と森田代表は語る。
「めがねのわ」はそんな思いで眼

鏡を届ける、子供専門の眼鏡店であ
る。

パティスリーセレヴェイユ・コン
ドウ（近藤織恵代表、https：//pati
sserie-kondou.com/）は、２０２５年３月
に�調理師専門学校で製菓や技術講
師として研鑽を積んだ近藤代表が大
阪市阿倍野区松崎町で開業した洋菓
子店。
小ロット対応の焼き菓子・洋菓子

のＯＥＭ（相手先ブランドによる生
産）・業務委託を主軸事業とするほ
か、バースデーケーキのオーダーメ
イド製造やフルーツタルトを中心と
した工房販売会を月に１～３回、不
定期で開催している。理念は「お菓
子を通じて、人と人をつなぎ、豊か
な時間を届ける」。自身も子育て中の
３児の母である近藤代表は、親子参
加型のお菓子教室を継続的に実施し
ており、地域と事業者双方に寄り添
うお菓子づくりを行っている。

記念撮影に臨む大商の井内摂
男専務理事（左）とＣＩＩの
Ｒ・ムクンダン次期会長�１
月２２日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１１
日
、
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会
を
開
催
す
る
。

同
勉
強
会
は
、
注
目
が
集

ま
る
一
方
で
、
な
か
な
か
実

態
が
つ
か
め
な
い
ア
フ
リ
カ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
多
角
的
に
取
り
上
げ
、
会

員
企
業
の
国
際
戦
略
策
定
に

資
す
る
も
の
と
し
て
企
画
さ

れ
た
。

今
回
は
、
経
済
産
業
省
ア

フ
リ
カ
室
担
当
者
が
大
阪
・

関
西
万
博
と
第
９
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

９
）
を
踏
ま
え
た
政
策
を
解

説
。
ま
た
、
現
地
駐
在
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
地
域
共
同
体
や
自
由

貿
易
圏
の
現
状
と
現
地
企
業

の
活
用
事
例
な
ど
、
ア
フ
リ

カ
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
新
の
ト
レ

ン
ド
を
紹
介
す
る
。

午
前
１０
時
〜
正
午
、
大
商

で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

全
国
の
商
工
会
議
所
・
商

工
会
会
員
限
定
で
利
用
で
き

る
商
取
引
支
援
サ
イ
ト
「
ザ

・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
」（
運
営

事
務
局
�
大
阪
商
工
会
議

所
）
で
、
大
阪
・
関
西
万
博

に
関
連
す
る
商
材
や
事
業
を

紹
介
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
わ

が
社
と
大
阪
・
関
西
万
博
」

が
始
ま
っ
た
。
今
月
９
日
現

在
、
万
博
で
の
出
展
・
出
品

実
績
や
運
営
へ
の
参
画
実
績

な
ど
、
４０
件
の
多
様
な
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
商
会
員
の
世
界
チ
ー
ズ

商
会
は
、
万
博
会
期
中
に
高

い
人
気
を
集
め
た
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
の
パ
ス
テ

ル
・
デ
・
ナ
タ
（
エ
ッ
グ
タ

ル
ト
）
や
ス
イ
ス
パ
ビ
リ
オ

ン
の
チ
ー
ズ
の
販
売
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
る
。

同
じ
く
大
商
会
員
の
大
谷

塗
料
は
、
会
場
内
の
大
屋
根

リ
ン
グ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
パ
ビ

リ
オ
ン
で
、
同
社
の
木
材
保

護
着
色
塗
料
が
採
用
さ
れ
た

実
績
を
掲
載
。
万
博
後
の
企

業
価
値
向
上
と
販
路
開
拓
を

目
指
す
。

大
商
会
員
で
あ
れ
ば
、
ザ

・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
に
ユ
ー

ザ
ー
登
録
の
上
、
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ「
＃
大
阪
・
関
西
万
博
」

を
付
け
て
商
品
サ
ー
ビ
ス
を

登
録
す
る
こ
と
で
、
同
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
が
可
能
。

【
問
合
せ
】
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
事
務
局
�
０
５
０
・

７
１
０
５
・
６
２
２
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

企
業
研
究
員
と
し
て
３
年
間
の
勤
務
を

経
て
、
１
９
９
７
年
に
大
阪
府
立
大
学
工

学
部
の
助
手
と
し
て
入
職
。
２
０
０
５
年

に
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
の
助
教

授
に
着
任
し
、
教
育
・
研
究
に
携
わ
る
。

研
究
者
と
し
て
歩
む
一
方
、
４
人
の
息

子
た
ち
の
育
児
と
の
両
立
に
苦
悩
し
た
経

験
か
ら
、１０
年
に
女
性
技
術
者
・
研
究
者
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
す
る
研
究
を
開
始
。

１３
年
、学
内
で
女
子
学
生
有
志
団
体「
Ｒ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
」
を
立
ち
上
げ
、
高
専
女
子
学
生

が
小
中
学
生
に
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
伝

え
な
が
ら
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も

つ
な
げ
る
活
動
を
１０
年
以
上
支
え
る
。
２０

年
に
教
授
に
昇
進
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が

も
の
づ
く
り
に
触
れ
、
技
術
者
と
交
流
で

き
る
場
を
広
げ
る
た
め
、
大
阪
公
立
大
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｆ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
の
支
援
を
得
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
メ
イ
カ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」を
設
立
。

若
い
世
代
に
理
工
系
分
野
・
も
の
づ
く
り

の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
学
内
外
で

進
め
、
大
阪
府
や
内
閣
府
か
ら
表
彰
を
受

け
る
な
ど
、広
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
高

専
に
お
け
る
数
少
な
い
女
性
教
授
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
発
信
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

し
て
存
在
感
を
示
す
と
と
も
に
、
女
子
学

生
比
率
の
向
上
に
も
寄
与
。
今
後
は
、
理

工
系
分
野
の
発
展
を
支
え
る
次
世
代
育
成

の
視
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
女
性
活
躍
推
進

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
４
月
３
日
か
ら
、
新
入

社
員
研
修
「
仕
事
に
対
す
る

心
構
え
を
学
ぶ
」
を
開
く
。

同
一
内
容
で
１０
回
。

松
下
幸
之
助
氏
や
鳥
井
信

治
郎
氏
な
ど
大
阪
を
舞
台
に

活
躍
し
た
多
く
の
企
業
家
の

志
と
あ
き
ら
め
な
い
強
い
意

志
、
挑
戦
や
創
意
工
夫
を
名

言
と
と
も
に
紹
介
。
先
人
達

の
企
業
家
精
神
を
通
じ
、
仕

事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
学

ぶ
。「
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
け
た
」「
と
て
も

興
味
深
く
、
新
入
社
員
だ
け

で
は
な
く
、
社
員
に
も
見
学

さ
せ
た
い
内
容
」
と
毎
年
好

評
を
得
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
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衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
に
つ

い
て国

民
か
ら
評
価
を
得
て
、

安
定
し
た
政
権
基
盤
が
確
保

さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
。

こ
の
基
盤
を
活
か
し
、
高
市

政
権
が
打
ち
出
す
、
成
長
投

資
に
よ
る
「
強
い
経
済
」
の

実
現
、「
外
交
力
の
強
化
」
等

に
全
力
を
尽
く
し
、
実
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
２
０
２
６
年
度
予

算
を
速
や
か
に
審
議
・
成
立

さ
せ
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
直
面
す
る
人
手
不

足
や
原
材
料
高
、
賃
上
げ
、

価
格
転
嫁
等
の
課
題
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

加
え
て
、「
強
い
経
済
」
と

「
財
政
の
持
続
可
能
性
」
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
消

費
税
や
給
付
付
き
税
額
控
除

等
を
含
む
各
種
政
策
の
効
果

や
影
響
を
速
や
か
に
検
討

し
、
真
に
「
責
任
あ
る
積
極

財
政
」
を
め
ざ
さ
れ
た
い
。

（
８
日
）

大
阪
府
知
事
お
よ
び
大
阪
市

長
選
挙
結
果
に
つ
い
て

万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を
活
か

し
、
大
阪
の
成
長
戦
略
を
具

体
化
さ
せ
る
、
非
常
に
重
要

な
時
期
で
あ
る
。
知
事
、
市

長
が
再
び
府
民
、
市
民
の
信

認
を
得
た
の
で
、
引
き
続
き

政
策
連
携
を
強
化
し
、
大
阪

の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
の

た
め
の
強
力
な
舵
取
り
を
お

願
い
し
た
い
。

と
り
わ
け
、
大
阪
経
済
を

支
え
る
中
小
企
業
が
抱
え
る

課
題
へ
の
対
応
、
ま
た
２
０

３
０
年
の
大
阪
Ｉ
Ｒ
開
業
を

見
据
え
た
観
光
都
市
魅
力
の

向
上
を
強
化
し
、
我
々
経
済

界
と
一
体
と
な
っ
て
、
大
阪

の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期

待
す
る
。

（
８
日
）

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
大
阪
を
舞
台
に
女
性

活
躍
の
道
の
り
を
切
り
拓
い

た
３
人
の
女
性
企
業
家
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
３
月
１１
日
、
講
演
会
を
開

き
、
女
性
企
業
家
の
一
人
で

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ

と
変
遷
し
た
混
迷
の
時
期

に
、
豪
商
・
加
島
屋
を
再
興

し
、
大
同
生
命
保
険
の
創
業

に
関
わ
っ
た
広
岡
浅
子
さ
ん

の
生
涯
や
現
代
女
性
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
想
い
を
紹

介
す
る
。
講
師
は
同
社
の
契

約
サ
ー
ビ
ス
部
の
藤
本
亜
佐

子
課
長
。

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

新しい眼鏡をフィッティング中の森
田代表と娘さん

▼詳細は
こちら

小ロット製造にも対応するカヌレ

▼詳細は
こちら

�わが社と大阪・関西万博�
万万博博関関連連のの商商材材・・事事業業をを発発信信

▼詳細は
こちら

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

若
者
に
理
系
の
魅
力
伝
え
る

＜７５＞

女性リーダーたち活躍する

▼詳細は
こちら

中谷 敬子 さん

公立大学法人大阪
大阪公立大学工業高等専門学校 教授

デザイナーから子供専門眼鏡店へ、
眼鏡っ子の親としての挑戦

お菓子で人をつなぐ、阿倍野の小さ
なお菓子屋の挑戦

大
商
の
井
内
専
務
理
事

イ
ン
ド
工
業
連
盟
次
期
会
長
ら
と
懇
談

ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

最
新
の
ト
レ
ン
ド
紹
介

�九転十起生�
広岡浅子さんの一生
３月１１日、講演会

仕
事
に
対
す
る
心
構
え
学
ぶ

新
入
社
員
研
修

�
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
�で
開
始

（６）２０２６年（令和８年）２月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９２


